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この　
ほん

本　を　
つか

使　う　
ひと

人　たちへ

　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　　
がく

学　　
しゅう

習　の　
こん

困　　
なん

難　さについて　
はな

話　すとき、　
かん

漢　　
じ

字　について　
ふ

触　れる　
ひと

人　は　
すく

少　なくありま
せん。　

いっ

一　　
たい

体　いくつ　
おぼ

覚　えればいいのか、　
いま

今　　
おぼ

覚　えている　
かん

漢　　
じ

字　が　
やく

役　に　
た

立　つのか、そのよ
うな　

しょう

焦　　
そう

燥　　
かん

感　が　
がく

学　　
しゅう

習　している　
ひと

人　たちの　
よう

様　　
す

子　から　
み

見　　
う

受　けられることが　
た

多　　
た

　々あります。
　
かん

漢　　
じ

字　は　
も

文　　
じ

字　　
すう

数　が　
おお

多　く、　
おぼ

覚　えるのに　
じ

時　　
かん

間　がかかります。しかし、　
いち

一　　
ど

度　　
み

身　につくと　
ひ

非　
　
じょう

常　に　
べん

便　　
り

利　なもので、　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　の　
り

理　　
かい

解　　
りょく

力　もその　
そく

速　　
ど

度　も　
あ

上　がり、　
し

思　　
こう

考　　
りょく

力　、　
ひょう

表　　
げん

現　　
りょく

力　、　
そう

創　　
ぞう

造　
　
りょく

力　もついてきます。そして、　
かん

漢　　
じ

字　は　
つか

使　うことによって、さらに　
つか

使　える　
かん

漢　　
じ

字　や　
こと

言　　
ば

葉　
が　

ふ

増　えていくものでもあります。　
ほん

本　　
しょ

書　は、　
かん

漢　　
じ

字　を　
み

身　につけたいと　
せつ

切　　
じつ

実　に　
おも

思　ってい
る　
ひと

人　の　
さん

参　　
こう

考　にしてほしいという　
ねが

願　いから　
さく

作　　
せい

成　されました。
この　

ほん

本　には　
に

日　　
ほん

本　で　
つか

使　われる　
かん

漢　　
じ

字　がよく　
つか

使　われる　
じゅん

順　に 2,200　
じ

字　あげられ、その　
かん

漢　　
じ

字　
に　
かん

関　する　
じょう

情　　
ほう

報　が　
しめ

示　されています。　
いま

今　　
おぼ

覚　えようとしている　
かん

漢　　
じ

字　が、　
に

日　　
ほん

本　で　
つか

使　われて
いる　

かん

漢　　
じ

字　の　
なか

中　でどんな　
い

位　　
ち

置　にあるのか、その　
かん

漢　　
じ

字　を　
ふく

含　むよく　
つか

使　う　
ご

語　にはどんなも
のがあり、　

ぶん

文　　
ちゅう

中　ではどのように　
つか

使　われているのか、それらを　
し

知　ることができます。
この　

ほん

本　は、すでにある　
てい

程　　
ど

度　　
かん

漢　　
じ

字　を　
がく

学　　
しゅう

習　した　
ひと

人　　
む

向　けの　
し

資　　
りょう

料　です。そのため、　
れい

例　　
ぶん

文　
の　

なか

中　にはこの　
ほん

本　に　
み

見　　
だ

出　しとしてはあげられていない　
じ

字　や　
ご

語　も　
はい

入　っています。ま
た、　

じょう

常　　
よう

用　　
かん

漢　　
じ

字　、　
きょう

教　　
いく

育　　
かん

漢　　
じ

字　、　
かん

漢　　
じ

字　　
けん

検　　
てい

定　　
とう

等　の　
じょう

情　　
ほう

報　もあるので、　
りゅう

留　　
がく

学　　
せい

生　だけでなく、　
に

日　
　
ほん

本　の　
しょう

小　　
がっ

学　　
こう

校　、　
ちゅう

中　　
がっ

学　　
こう

校　、　
こう

高　　
とう

等　　
がっ

学　　
こう

校　の　
こく

国　　
ご

語　の　
かん

漢　　
じ

字　　
し

指　　
どう

導　　
とう

等　、　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　に　
かか

関　わる　
おお

多　くの　
かた

方　　
がた

　々
にご　

り

利　　
よう

用　いただけると　
おも

思　います。
この　

ほん

本　の　
ない

内　　
よう

容　は、　
わ

早　　
せ

稲　　
だ

田　　
だい

大　　
がく

学　で　
つか

使　われていた『　
わ

早　　
せ

稲　　
だ

田　　
だい

大　　
がく

学　　
がい

外　　
こく

国　　
がく

学　　
せい

生　　
よう

用　　
きょう

教　　
か

科　　
しょ

書　　
ひん

頻　
　
ど

度　　
じゅん

順　　
かん

漢　　
じ

字　 2100　
たん

単　　
ご

語　と　
れい

例　　
ぶん

文　』を　
へん

編　　
しゅう

集　しなおし、　
かん

刊　　
こう

行　された『　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　　
がく

学　　
しゅう

習　のための
よく　

つか

使　う　
じゅん

順　　
かん

漢　　
じ

字　 2100』（　
さん

三　　
せい

省　　
どう

堂　 2008）がもとになっています。このたび、　
じょう

常　　
よう

用　　
かん

漢　
　
じ

字　が　
かい

改　　
てい

定　されたことを　
き

機　に 100　
じ

字　　
ふ

増　やし『　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　　
がく

学　　
しゅう

習　のための よく　
つか

使　う　
じゅん

順　 　
かん

漢　　
じ

字　
2200』としました。
また、　

かん

漢　　
じ

字　の　
じゅん

順　　
い

位　に　
かん

関　しても　
み

見　　
なお

直　しをしました。『よく　
つか

使　う　
じゅん

順　　
かん

漢　　
じ

字　 2100』で
は、　

かん

漢　　
じ

字　の　
じゅん

順　　
い

位　　
づ

付　けの　
し

資　　
りょう

料　に『NTTデータベースシリーズ　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　の　
ご

語　　
い

彙　　
とく

特　　
せい

性　』
（　

さん

三　　
せい

省　　
どう

堂　 1999・2000）の　
あさ

朝　　
ひ

日　　
しん

新　　
ぶん

聞　 14　
ねん

年　　
ぶん

分　の　
かん

漢　　
じ

字　の　
ひん

頻　　
ど

度　の　
し

資　　
りょう

料　と、　
しん

親　　
みつ

密　　
ど

度　 (その　
かん

漢　
　
じ

字　についてのなじみ　
ど

度　)の　
ちょう

調　　
さ

査　　
けっ

結　　
か

果　を　
もち

用　いましたが、　
ほん

本　　
しょ

書　では、インターネット
　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　サイトの　
かん

漢　　
じ

字　の　
しゅつ

出　　
げん

現　　
ひん

頻　　
ど

度　を　
ちょう

調　　
さ

査　したデータを　
ちゅう

中　　
しん

心　に　
もち

用　いて　
じゅん

順　　
い

位　　
づ

付　けしまし
た。インターネットの　

しゅつ

出　　
げん

現　　
ひん

頻　　
ど

度　を　
もち

用　いたのは、　
げん

現　　
ざい

在　、　
でん

電　　
し

子　　
ばい

媒　　
たい

体　で　
かん

漢　　
じ

字　に　
ふ

触　れる　
がく

学　
　
しゅう

習　　
しゃ

者　が　
おお

多　くなっているためです。また、　
いち

一　　
じ

字　　
いち

一　　
じ

字　について、　
し

使　　
よう

用　　
じょう

状　　
きょう

況　に　
かん

関　する　
おく

億　
　
たん

単　　
い

位　のデータが　
え

得　られ、　
さま

様　　
ざま

　々な　
ひと

人　の　
さま

様　　
ざま

　々な　
ひょう

表　　
げん

現　の　
そう

総　　
たい

体　が　
かず

数　になって　
あらわ

表　れていると
　
かんが

考　えられるからです。インターネット　
じょう

上　の　
かん

漢　　
じ

字　　
しゅつ

出　　
げん

現　　
ひん

頻　　
ど

度　の　
ちょう

調　　
さ

査　には　
けん

検　　
さく

索　エンジン
を　
もち

用　いました。
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ちょう

調　　
さ

査　　
けっ

結　　
か

果　を　
ひん

頻　　
ど

度　　
じゅん

順　に　
なら

並　べてみると、　
しょう

商　　
ぎょう

業　、　
しゅ

趣　　
み

味　、　
ご

娯　　
らく

楽　など、　
ひと

人　が　
い

生　きて　
せい

生　　
かつ

活　す
る　
なか

中　で　
で

出　てくる　
かん

漢　　
じ

字　が　
しん

新　　
ぶん

聞　の　
じゅん

順　　
い

位　より　
じょう

上　　
い

位　に　
き

来　て、　
ひ

非　　
じょう

常　に　
きょう

興　　
み

味　　
ぶか

深　いものがありま
した。しかし、インターネットに　

あらわ

現　れる　
かん

漢　　
じ

字　の　
ひん

頻　　
ど

度　は　
ひ

日　　
び

　々　
か

変　わり　
しん

信　　
らい

頼　　
せい

性　を　
と

問　うこ
ともできないので、　

せい

正　　
かく

確　な　
ちょう

調　　
さ

査　とは　
い

言　いきれません。そのため、　
ふく

複　　
すう

数　　
かい

回　　
ちょう

調　　
さ

査　した
ものを　

そう

総　　
ごう

合　して　
し

資　　
りょう

料　とし、　
た

他　のデータも　
さん

参　　
こう

考　にして　
さい

最　　
しゅう

終　　
てき

的　な　
じゅん

順　　
い

位　を　
けっ

決　　
てい

定　しました。

「　
かん

漢　　
じ

字　はすぐ　
わす

忘　れてしまう」と　
なげ

嘆　く　
ひと

人　がよくあります。そういう　
ひと

人　たちには、
「　

わす

忘　れることはいいことです。　
わす

忘　れた　
ひと

人　だけが　
おも

思　い　
だ

出　せます。　
し

知　らない　
ひと

人　は　
おも

思　い
　
だ

出　せません。」と　
い

言　うことにしています。「どうせ　
わす

忘　れる」という　
む

無　　
りょく

力　　
かん

感　からの　
だっ

脱　
　
きゃく

却　は　
かん

漢　　
じ

字　　
がく

学　　
しゅう

習　の　
せい

成　　
こう

功　の　
ひ

秘　　
けつ

訣　かもしれません。よく　
つか

使　う　
かん

漢　　
じ

字　から　
まな

学　び、　
ひん

頻　　
ぱん

繁　に　
め

目　に
　
ふ

触　れることでその　
じ

字　が「　
わす

忘　れられなくなった」という　
じょう

状　　
たい

態　に　
い

移　　
こう

行　することに、こ
の　
ほん

本　が　
やく

役　　
だ

立　つことを　
こころ

心　から　
ねが

願　っております。

　
ほん

本　　
しょ

書　　
さく

作　　
せい

成　に　
あ

当　たり、　
かん

漢　　
じ

字　　
きょう

教　　
いく

育　についてご　
し

指　　
どう

導　いただきました　
わ

早　　
せ

稲　　
だ

田　　
だい

大　　
がく

学　　
だい

大　　
がく

学　　
いん

院　
　
に

日　　
ほん

本　　
ご

語　　
きょう

教　　
いく

育　　
けん

研　　
きゅう

究　　
か

科　　
きょう

教　　
じゅ

授　、　
すず

鈴　　
き

木　　
よし

義　　
あき

昭　　
せん

先　　
せい

生　、　
さん

三　　
せい

省　　
どう

堂　の　
やなぎ

柳　　
ゆ り

百合　　
さま

様　、　
たか

高　　
の

野　　
いく

郁　　
こ

子　　
さま

様　、　
さ

佐　　
とう

藤　　
たけ

竹　
　
や

哉　　
さま

様　、　
たか

高　　
やま

山　　
りゅうじ

隆嗣　　
さま

様　、　
ちか

近　　
やま

山　　
まさ

昌　　
こ

子　　
さま

様　、　
へん

編　　
しゅう

集　の　
みな

皆　　
さま

様　、フリーの　
くみ

組　　
はん

版　ソフト TEXを　
つか

使　って
　
せい

精　　
みつ

密　で　
ゆ

行　き　
とど

届　いた　
くみ

組　　
はん

版　をしてくださいました　
かぶ

株　　
しき

式　　
がい

会　　
しゃ

社　リーブルテックの　
こばやし

小林　　
はじめ

肇　
　
さま

様　、　
てい

丁　　
ねい

寧　な　
こう

校　　
せい

正　をしてくださいました　
とう

当　　
ま

間　ねり　
こ

子　　
さま

様　、データ　
せい

整　　
り

理　をしていただい
た　

ほっ

北　　
かい

海　　
どう

道　　
じょう

情　　
ほう

報　　
だい

大　　
がく

学　の　
いい

飯　　
じま

嶋　　
み

美　　
ち

知　　
こ

子　　
さま

様　、　
わ

早　　
せ

稲　　
だ

田　　
だい

大　　
がく

学　の　
やま

山　　
だ

田　　
きょう

京　　
こ

子　　
さま

様　、　
に

日　　
ほん

本　　
こう

工　　
ぎょう

業　　
だい

大　　
がく

学　の
　
かわすみ

河住　　
ゆ

有　　
き

希　　
こ

子　　
さま

様　　
ほか

他　、この　
ほん

本　の　
せい

制　　
さく

作　にかかわってくださいましたすべての　
かた

方　　
がた

　々に　
こころ

心　よ
り　
おん

御　　
れい

礼　　
もう

申　し　
あ

上　げます。

　
にせんじゅうよ

2014　　
ねん

年　　
しち
7　　
がつ

月　　
よう
8　　
か

日　

　
とく

徳　　
ひろ

弘　　　
やす

康　　
よ

代　
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To Users of this Book

When discussing the challenges of studying Japanese, more than a few people
bring up kanji. It is common for people studying the language to feel some uncer-
tainty about just how many kanji they should learn, or how useful any particular
kanji will turn out to be. There are many kanji characters, and it takes time to learn
them. However, once you have made them your own, knowing kanji can be very
useful, and will contribute to your understanding of Japanese and will help ac-
celerate the speed with which the language can be learned. Learning kanji will
also enhance your ability to reason and help you be both more expressive and cre-
ative. The use of one kanji will often lead to the use of another kanji and so help
with building vocabulary. The present book has been prepared for the reference of
people who are sincerely aiming to make kanji a part of themselves.

This book presents 2200 kanji in the order of frequency of use in Japan, and
provides information related to the kanji. For any given kanji, one can learn how
it ranks in terms of the most frequently used kanji in Japan; what frequently used
words include this particular kanji; and how the kanji is used in context.

These materials are designed for students who have already studied some
kanji, and in some case the examples will use words or characters that are not
explained in this book. These materials include information on joyo (common use)
kanji, kyoiku (education) kanji, and kanji test materials, so we feel that, in addition
to foreign students who are studying Japanese, there are also many ways these
materials can be used by elementary, junior high and high school teachers and
those who are concerned with Japanese language education.

The content of this book is based on materials edited for use at Waseda Uni-
versity (Waseda University Foreign Student Textbook: 2100 Frequently Used Kanji, with
Examples) and published as Nihongo gakushu no tame no yoku tsukau jun kanji 2100
(KANJI 2100 Listed according to Frequency and Familiarity, Sanseido, 2008). The joyo
kanji list has recently been revised, so we have taken this opportunity to also ex-
pand our list by 100 characters, and changed our title to KANJI 2200 Listed according
to Frequency and Familiarity.

We have also revised the kanji frequency rankings. In KANJI 2100 Listed ac-
cording to Frequency and Familiarity, we used materials (NTT Database Series: Lexical
Properties of Japanese) that ranked the frequency of kanji usage based on a 14-year
sampling of Asahi Shimbun articles and the results of a study of kanji familiarity.
For the present book, we focused on studying the frequency of kanji appearances
in Japanese websites. This focus on frequency of appearance on the internet an-
ticipates that these days many students will be working with kanji via electronic
media. Also, for each individual kanji we obtained millions of pieces of data re-
lated to the character’s usage, and based our count on the variety of expressions in
use by a variety of people. We used a search engine in connection with our study

( 10 )
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of the frequency of kanji appearances on the internet.
We found it most interesting when we considered the study results and fre-

quency rankings together, and saw that kanji appearing in people’s everyday lives,
such as in the field of business, or personal interests, or entertainment would rise
past the top of the kanji rankings based on newspapers. However, it is certain that
the frequency of a kanji’s appearance on the internet will vary from day to day,
so no single study can be considered accurate. Because of this, we combined the
results from a number of studies and referred to other data as well when setting
our final rankings.

There are people who lament that they ‘forget the kanji right away.’ We like to
tell these folks that ‘Forgetting is a good thing. Only people who have forgotten a
character can recall it. People who never knew a character cannot bring it back to
mind.’ Escaping from the sense of helplessness in thoughts like ‘I’ll be forgetting
it at any rate’ may in fact be a hidden key to success when it comes to learning
kanji. It is our sincere hope that this book will prove useful as part of a process in
which students transition from learning frequently used kanji to a level where the
feeling is that one ‘couldn’t possibly forget’ a particular character that has been
encountered many times.

I would like to offer my warmest thanks to the people who participated in
the preparation of this book, including Professor Suzuki Yoshiaki from the Grad-
uate School of Japanese Applied Linguistics at Waseda University, who provided
guidance in the area of kanji pedagogy; Yanagi Yuri, Takano Ikuko, Sato Takeya,
Takayama Ryuji, Chikayama Masako and others at Sanseido; Kobayashi Hajime
from Livretech, who used the free software TEX to provide a precise job of type-
setting; Toma Neriko, who offered careful corrections; Iijima Michiko of Hokkaido
Information University, Yamada Kyoko of Waseda University, Kawasumi Yukiko
of the Nippon Institute of Technology who helped with data processing.

July 8, 2014
Tokuhiro Yasuyo
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